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• 演習の目的は 1©各自が演習を通じて理解を確かなものにすること， 2©私が全体の理解度

を把握する参考にする，ことにあります。

• だから，課題を提出しないことで不利になることはありません。

• ただし，提出するとほんの少しだけ有利になるかもしれません。

• 演習中，私への質問，近くの人との相談・質問は自由に行ってかまわいませんが，立っ

て歩いたりはしないで下さい。相談可ですが，あまりうるさくならないようお互いに注

意して下さい。

• 課題は時間の終わりまでには提出して下さい。一昨年度までは後での提出を認めていま

したが，昨年度から時間の終わりまでに提出するように変更したので，再履修の学生は

注意して下さい。

• ただし，時間内の演習が不十分と感じた人が追加のレポートを提出することは OKで

す。提出を希望する学生は直接研究室へ持参して下さい。昨年まではレポートボックス

に入れることも可にしていましたが，間違ったレポートボックスに入れる人がいるので，

今年からレポートボックスへの提出は中止します。

• 講義時間終了前にできた人は提出して退室してもかまいません。

• 演習問題の解説をネットに載せます。ただし講義で配ることはしません。今までは演習

の 1～2週間後位に載せていましたが，今年度からほぼ同時期に載せることにします。

• 提出された課題は defaultでは返却しません。自分で参考にしたい等返却を希望する学

生に対しては返却するので，提出後 3週間以降に研究室に来て下さい。


